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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、c-Jun N末端キナーゼシグナル伝達経路を調節することで細胞増殖を媒介するタンパク質をコードしています。このタンパク質は、ホスファターゼ2A触媒サブユニットを含む大規模な多タンパク質アセンブリと相互作用する可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年12月],機能：TRAF3を介したJNK活性化を制御するアダプター分子として機能する可能性があります。,サブユニット：TRAF3のコイルドコイルドメインを介してイソロイシンジッパーに結合します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	T3JAM抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	T3JAM抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	T3JAMポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

